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Abstract 

This study reviewed papers published in the period from 2007 to 2011 that contained th巴word

"recreation" in the title， using a medica1 database， PubMed. 

The study aimed to clarify characteristics of recreation studies (study design， content of 

recreation， target disease or other characteristics of participants， and efficacy) that appeared in the 

medica1 database. 

One hundred twenty four papers were identified by the first browsing step of the search， but on1y 

7 of these met the eligibility criteria. Most of th巴se7 papers eva1uated the effect of recreation 

intervention on quality of life (QOL) and m巴nta1hea1th in patients (children to adults) with chronic 

disease; however， many ofthe studies had no con仕01or did not describe cost and adverse events. 

On the other hand， of the 7 studies were well-designed randomized controlled studies and 

reviews of intervention studies， and these provided important suggestions about methods for 

intervention and outcomes. Based on these findings， the present study can identifシprob1emswith 

previous studies on recreation as alternative or comp1ementary therapy. 

1.緒言

学会員にとって、 IrecreationJが世界的にどの

ように医学分野で取り扱われているのかの関心は

大きしそれらを明らかにすることは、レクリエー

ション研究における今後の発展可能性の探る上で

意義があると考えられる O

上岡ら 11は、 2009年 3月時点において、 1990

から 2009年の 20年間で、レクリエーションとい

う用語が著名なデータベース中の論文タイトルに

含まれている数は、 IWebofScienceJが343件(平

均 17.2件/年)、 IPubMedJが 242件(平均 12.4

件/年)、 IJDreamnJが 135件(平均 6.8件/年)、

「医中誌WebJが365件(平均 18.3件/年)であっ

たことを報告している O しかし、具体的な研究の

内容は示されていない。

徐 2)は、1983から 2007年まで 24年間において、
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台湾におけるセラピューティック・レクリエー

ションの研究動向を調べた結果、ヘルスレジャー

や、レジャースポーツ産業分野の急速な発展に伴

い、アメリカ合衆国(アメリカ)や日本の影響を

受け、理論的・実践的研究が盛んに行われるよう

になってきたが専門分野としての基盤づくりに課

題があることを述べている O 先進とされるアメリ

カを始め、代替・補完療法の先進諸国の研究動向

がリサーチ・クェスチョンとなっている O

また、レジヤ}活動とレクリエーションに関す

るランダム化比較試験 (RCT)のシステマティッ

ク・レビュー 3) では、 2006年までに公表されて

いる RCTは、わずかに 3編と少ないことを報告

している。それらは、看護の欧文雑誌 2編と臨床

リハビリテーションの欧文雑誌 1編に掲載されて

いた。高齢者における運動器の痔痛軽減ヘ高齢

者のうつの改善 5) にレクリエーションは効果が

あったとした研究であった。もう 1編 6)は、脳卒

中患者において、レクリエーション活動参加と作

業療法との聞に、日常生活動作の回復過程の効果

は有意な差がなかったとする報告であった。

国内においては、上岡ら 7)が「レジャー・レク

リエーション研究」の中で、 1993から 2007年ま

で公表された疫学的研究論文のレビューを行って

いるが、国外のレクリエーションの発表状況は明

らかにされていない。

そこで、本研究は、世界的な医学データベース

IPubMedJを活用して、 2007年から 2011年の期

間に公表されたレクリエーションを題目に含む論

文のレビューを行った。このデータベースは、医

学関連分野において世界で最も認知度・利用率が

高いため、これを選択した。

それにより、医学データベースに掲載されてい

るレクリエーション研究の特性(研究デザイン、

レクリエーションの内容、対象疾患あるいは参加

者特性、効果)を明らかにすることを目的とした。

2.研究方法

1) レビューに含まれる対象研究の基準(適格基準)

(1)研究デザイン

臨床・疫学研究の研究デザインを基本とし、そ

れ以外のデザインも対象とした。

(2)参加者の特性

特定の疾患に限定せず(無制限)、健常な参加

者も含めた人を対象とする研究とした。

(3) レクリエーションの種類

各論文の著者がレクリエーションとして記述し

た事項(種類)をすべて対象とした。レクリーショ

ンに伴う事故や傷害の症例報告、レクリエーショ

ン実施時の予防対策(紫外線予防など)は除外し

た。

(4)言語

英語で記述された論文に加え、ヒットした論文

の言語は無制限とした。

(5)使用したデータベースと検索方法

2011年6月29から 30日の期間に IPubMedJ(註 11

を用いて、システマティック・レビューを含む臨

床・疫学研究の検索に熟練した図書館司書 1名が

実施した。検索テーブルは、 ISearchrecreation 

[TitleJ Limits: Clinical Trial， Randomized Controlled 

Trial， Clinical Trial， Phase 1， Clinical Trial， Phase 11， 

Clinical Trial， Phase 111， Clinical Trial， Phase IV， 

Comparative Study， Controlled Clinical Trial， Journal 

Article， Publication Date企om2007/01/01Jであった。

2 )レビューの方法

(1)論文の選択

検索で抽出された論文を 11)レビューに含ま

れる適格基準」によってスクリーニングした。除

外した論文はその理由とともに付録に示した。

(2)研究の要約

エピデンス・テーブルとして、研究目的、対象

者、レクリエーションの特徴、研究デザイン、結

論を示した。対象となった研究の特性を整理し、

考察を行った。

(3)研究の質評価

本研究は、エピデンスを吟味する目的ではない

ため、研究の質の向上のために開発されたランダ

ム化比較試験 8)9)や観察研究 10)凶の声明・チェッ

クリストや質評価のためのチェックリストによる

対象論文の評価は実施しなかった。

(4)メタ分析

本研究は効果を定量化することを目的としてい

ないので、類似した研究内容のデータの統合など

の統計分析は実施しなかった。
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3.結果

検索においてヒットした論文抄録 (abstract)

の数は 124であった。適格基準に照合させながら

検討したところ、 7編の論文山8) のが合致し、

117編の論文が除外された。表 1は、採用された

論文のエピデンス・テーブルである O 除外した論

文は、その理由とともに付録に示した。

適格基準に合致した論文は、 2011年2編 12)13)、

2010年2編山ヘ 2009年2編 16)17)、 2007年 1編凶

の合計7編であった。ただし、 2011年の論文は

2011年 1月1日から 6月30日までの期間に発表

されたものに限定されているO

雑誌の種類では、健康づくりに関する雑誌 12)15)、

老年医学雑誌 13)、脳神経リハビリテーション医学

雑誌 14)、小児医学雑誌 1ヘ予防医学雑誌へアル

ツハイマーの専門雑誌凶であった。

国別では、アメリカ 2$漏出則、オーストラリア

2編17)、ハンガリー l編 ω、ブラジル 1編 13)、カ

ナダ 1編凶、イギリス l編附で報告されていた。

Bekesiら12) は、がんや糖尿病、若年性関節炎

を有する 10-18歳の子どもに対して、レクリエー

ションとしてキャンプを実施した結果、すべての

疾患において実施後に健康関連 QOL(生活の質)

が向上したことを報告している。研究デザインは、

コントロール群のない介入研究であった。

Fragaらωは、健常な高齢者を対象としてレク

リエーション(内容不明)とウォーキングによる

介入を実施したところ、介入群は有意に有酸素性

能力や機能自律性、生活の質が向上したことを報

告している O 研究デザインは、ランダム化比較試

験であった。

Randらωlま、回復期の脳卒中患者を対象とし

て、ストレッチングやバランス訓寺東などのリハビ

リテーションとしての運動とビリヤードやボーリ

ング、工芸や料理などからなるレクリエーション

を介入として実施した結果、記憶と認知行動能力

が有意に向上したことを報告しているO 研究デザ

インは、コントロール群のない介入研究であった。

Bauerら15)は、出産前入院をしているハイリス

ク妊婦を対象として、音楽療法(曲を選ぶ、聞く、

歌う、リズム楽器で演奏するなど)とレクリエー

ション療法(工芸・作詞などの創作活動、身体を

動かす活動的なレクリエーション、退院後に患者

の居住地域で自身の好きなレクリエーションやレ

ジャーができる施設などを PC.ネット・雑誌な

どを通じて探索することなど)をそれぞれ介入群

として効果を検証したところ、両介入ともに 48

から 72時間後まで、入院に伴う苦痛感を有意に

軽減していたことを報告している。研究デザイン

は、 3群(音楽療法群、レクリエーション療法群、

コントロール群)によるランダム化比較試験で

あった。

Walkerら凶は、慢性疾患を有する子どもに対

するレクリエーション・キャンプの効果を明らか

にするために、先行研究として実施されている 4

つのレビューをさらにレビューした。それらに含

まれていた対象疾患は、端息、がん、糖尿病、嚢

胞性線維症、肥満、自己免疫疾患、てんかん、後

天性免疫不全症候群、腎性人工透析、身体障害そ

して合併症であった。キャンプそのものは安全で

あり、保護者を安心させつつ、参加者の自尊心や

情緒の安定、その疾患や症状のコントロールに適

応を高めると報告している O しかしながら、各研

究に対しては、研究方法論的弱さを指摘している。

ほとんどの研究で、費用対効果の記述がないこと

も指摘している。

Hardyらmは、健常な 11から 15歳の子どもた

ちを対象として、 small-screenrecreation (テレビ

やDVDなどの視聴、レクリエーション的なパソ

コン利用)の 1日にあたりの実施時間と呼吸循環

機能の関連性を調べた結果、男子では関連性がな

かったが、女子では時聞が長いほど、機能が低かっ

たことを報告している。研究デザインは、横断研

究であった。

Putmanら闘は、認知症患者を対象として

Closing group project (静かな部屋において、ユニッ

トケアよりも少ない人数で実施する参加者の自発

的な活動)というレクリエーションを実施し、そ

の効果を検証した結果、参加者の不穏や不安が解

消したことを報告している O 研究デザインは、コ

ントロール群のない介入研究であった。

表2は、対象となった7研究のブリーフサマリー

である。介入研究においては、いずれも主要アウ

トカムにおいて効果ありとなっていた回一15)川。ド

ロップアウトにおいては、介入研究だけ該当する

が、なかったとする研究が2編同町あったとす



32 レジャー・レクリエーション研究69，2012 

Table 1 Summary of articles based on structured abstract 

No. Author Citation Coun甘y Title Ai凶 01:Jリectibve

12 BekesiAet Health Qual Hangary Health-related quality of This study evaluated the campers' health-
al. Life Outcomes. life changes of children and related quality oflife (HRQoL) before and 

2011 9:43-52 adolescents with chronic after the program. 
disease after participation in 
therapeutic recreation camping 
program. 

13 Fraga MJ Arch Gerontol Brazil Aerobic resistance，負mctional The pres巴ntstudy analyzed the impact of 
et al. Griatr. 2011 autonomy and quality of a physical activity program (recreation 

52(1):e40-3 life(QoL) of elderly women and walking) on the aerobic resistance， the 
impacted by a recreation and 乱mctionalautonomy and quality oflife of 

walking program. elderly women. 

14 RandD et Neurorehabi1 Canada Feasibi1ity of a 6-month To determine if a combined exercise and 
al. Neura1 Repair exercise and recreation recreation program can improve the executive 

201024(8):722- program to lmprove execut1ve functioning and memory of individuals with 
9 functioning and memory in chronic stroke. 

individuals with chronic stroke 

15 BauerCL JWomen's USA Alleviating distress during This study sought to examine the efficacy 
et al Health.2010 antepa抗umhospitalization : a of a single session music or recreation 

19(3):523-31 randomized controlled trial of therapy intervention to reduce antepartum-

music and recreation therapy. related distress among women with high-risk 
pregnancies experiencing extended antepa抗旧n
hospita1izations. 

16 WalkerDA Arch Dis Child UK Therapeutic recreation camps: This article surveyed four systematic re市
et al. 200994(5):401- an巴ff巴ctiveintervention for and poses five questions that a paediatrician 

6 children and young people with might ask: (1) How to select a TR experience 
chronic illnessワ and for which patient?; (2) Does TR augment 

brain injury rehabilitation?; (3) How do 
TR camps benefit chi1dren?; (4) Is TR cost-
effective?; (5) What additional research is 

needed? 

17 HardyLL Am J Prev Med. Australia Sedentariness， small-screen The purpose of this study was to examine 
et al目 200936(2): 120- recreation， and fitness in youth. the assosiation between sedentary activities， 

5 including small-screen recreation(SSR: 
watching TV/DVDs/videos， recreatonal 
computer use) and cardiorespiratory 
endurance(C阻)in children aged 11-15 years. 

18 PutmanL AmJ USA The closing Group: Therapeutic The purpose of this study was to examine 
et al. Alzheimers Dis recreation for nursing home the extent to which the Closing Group 

OtherDemen residents with dementia and intervention has reduced agitation and anxiety 
2007 22(3): 167個 accompanying agitation and/or with the use of multiple measures 
75 anxlety. 
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Table 1 continue 

Target dis巴aseand/or Characteristic of Research Primary results or conc1usion 
partlclpant recreation design 

The study sample Therapeutic recreation An The therapeutic recreation camping program had a positive 

(n= 115) consisted campmg program interventional impact on HRQoL of children and adoloscents living with 

of children and trial without cancer， diabetes mellitus and juvenile immune arthritis. The 

adolescents aged 10-18 control group expenence e叶lanc巴dself-perception in all age groups and 

(MeanAge: 13.3; SD reduced the autonomy of children under 14 years of age. 

2.2)・oncologypatients 
(n=32)， diabetes (nニ55)
and juvenile immune 
arthritis (JIA) (n=28). 

59 elder1y women Classes of recreation A randomized The results demonstrated significant improvement for the 

(65土6.4years) and walking practice controlled experimental group in the aerobic resistance，向nctional

trial autonomy and QoL. It was conc1uded that the systematic 
physical exercise interferes in a positive way on the autonomy， 
aerobic resistance and QoL ofthe elder1y women. 

11 ambulatory Exercise (stretching， An This pilot study suggests that exercise and recreation may 

participants with balance， and task- interventional improve memory and executive functions of community-

chronic stroke (mean specific exercise) and trial without dwelling individuals with stroke. Further studies require a 

age 67土10.8years) recreatlOn actJVltJes. control group larger sample size and a control group. 

Recreation inc1uded 
social activities as well 
as activities such as 
playing billiards， arts 
and cra抗sand cooking. 

80 women with high- Music therapists or A randomized Single session music and recreation therapy interventions 

risk pregnancies recreation activities. controlled effectively alleviate antepartunI-related distress among 

expen巴ncmg trial high-risk women experiencing antepartunI hospitalization 

extended antepartum and should be considered as valuable additions to any 

hospitalizations comprehensive antepartum program. 

Children and young Therapeutic recreation Anarrative Methodological weakness in research impair the s位ength

people with chronic camp review of of conc1usions. There is little research about matching of 
illness revlews therapeutic recreation experiences to individuals， disease 

groups or age groups， or about the effect of therapeutic 
recreation camps in brain injury rehabilitation. Therapeutic 
recreation interventions enhance self-esteem， disease 
knowledge， emotional well-being， adaptation to illness and 
symptom control. Educationalists suggest that self二esteem
is helped most in mid ωlate adolescence.羽市erestudied， 
therapeutic recreation camps are safe， which reassures 
parents. There have been few studies on cost-effectiveness. 
We conc1uded that young people benefit from therapeutic 
recreation. However， be抗er-qualityresearch would help 
select and白tJrredevelop these experiences for young people 

with ill health. 

2750 children aged 11- Small-screen recreation， Across- Cardiorespiratory endurance did not differ consistently 

15 years such as watching sectional across quintiles of sedentariness and small緋 screenrecreatlOn 

TV IDVD/video， survey among boys; however， among gir1s there was a consistent 

recreational computer inverse association. If confirrned in prospective s旬dies，these 

use. findings have important implications for risk of chronic 

disease. 

16 long-terrn care Therapeutic recreation An The Closing Group intervention reduced agitation and 

residents interventional anxiety， whick encourages further study with larger samples. 

trial without 
control group 
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Table 2 Brief summary of 7 articles 

No Author Year of Object disease Effects noted Withdrawals Adverse Cost of intervention 

publication event 

12 Bekesi A et al. 2011 Chronic disease (cancer， Significant 115 out of 298 No No description 

diabetes mellitus or effect completed the description 

juvenile immune arthritis) questlOnnare 

13 Fraga MJ et al 2011 N 0 specific disease Significant No description No No description 

effect description 

14 RandD et al. 2010 Chronic stroke Significant 11 out of25 No No description 

effect* complet巳dthe d巳scription

program 

15 Bauer CL et al. 2010 High-risk pregnancies Significant No withdrawal No No description 

effect description 

16 WalkerDAet 2009 Chronic illness No adverse The authors 

al event emphasize 

"researchers should 

describe it". 

17 Hardy LL et al. 2009 No speciflc disease 

18 Putman L et al. 2007 Dementia Significant No withdrawal No No description 

effect* description 

* Group comparison was not conducted. 

No description because ofreview artic1e or observational studies. 

る研究が2編凶凶、記述なしが 1編ωであった。

有害事象についての記述については、ほとんど

なされておらず、レビ、ューのレビューで示されて

いるだけであった凶。介入コストについても、報

告がなされていなかった。前述のレビュー凶では、

「記述すべきだ」と書かれていた。

なお、適格基準に合致せず、除外した論文 117

編を付録に記載したが、その主な除外理由として

は、レクリエーション施設に伴う自然環境への悪

影響の報告、レクリエ}ション実施時の紫外線の

影響や事故・傷害の報告、提言や政策課題などが

多かった。

4.考察

1)研究の傾向と研究デザイン

世界的に著名な医学データベース iPubMedJ

において、レクリエーションという用語がタイト

ルに含まれる論文は、 2007から 2011年までの最

近 5年間で 124編あったが、臨床・疫学研究とし

て治療や積極的な健康増進に関する報告は 7編で

あった。エピデンス・グレーデイング(文献3，7

の事例を挙げた詳細説明を参照)では、最上位と

なるシステマティック・レビューのレビューが1

編同あったが、次に上位とされるランダム化比較

試験は 2編 13)15)のみであった。残りはコントロー

ル群のない介入研究が3編凶比)凶と横断研究 l編

mであった。これら世界で実施された論文を構造

化抄録やブリーフサマリーで明確にすることがで

きたことが、本研究の大きな成果である。

7編と論文数が少ないことについては、実際に

はレクリエーション介入を実施しているが、タイ

トルにレクリエーションという用語を用いずに報

告されている研究があることや、実際に行ったレ

クリエーションの種目名を記述することでヒット

しなかった研究もあると考えられるが、いずれに

しても研究数が多いとは言及できない。

研究デザインとしては、コントロール群のない

介入研究が 317(43%) を占めたが、目前の患者

や対象者のために、レクリエーションを介して、

その効果を確かめたいという趣旨があるようだ。

しかし、コントロール群がなければ、得られた結

果が介入によるものなのかを語るエビデンスは極

めて弱く、他の治療を含む時間経過のために良く

なったのに過ぎないので、はないか、という指摘に

反論することができない。ただし、これが臨床・

介護現場で目前の患者や入所者に対して何らかの
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介入をすぐに実施しなければ、というスタンスに

ある立場の研究者の抱える問題であり、深く学術

研究を追及するのに希離・ギャップとなる事象で

ある。研究するとすれば、良質の研究計画の結果

は真実を示す可能性が高いだろう、と考えられて

いるので、様々な問題を解決しつつ、事前の十分

な計画性(コントロ}ル群を設けられるだけの研

究費と倫理面の是認)をもっての研究が望まれる。

Z) レクリエーション・キャンプのレビ、ューのナ

レイティブ(叙述的)・レビュー

このレビューは、 4つのリサーチ・クェスチョ

ンに基づく興味深い研究である。多様な慢性疾患

で苦しんでいる者(子どもから若年者)を対象と

したレクリエーション・キャンプに着目し、アウ

トカムとして、知識やスキルの獲得、治療へのア

ドヒレンス、情緒の安定、病気への適応などを紹

介している。

エビデンスには、「つくるHったえるHっかう」

という 3つの局面があり、それぞれ、臨床・疫学

研究、システマティック・レビュー、ガイドライ

ン作成者や現場での臨床家・指導者であることが

知られている 3)問。この論文は、レビューのナレ

イテイブ・レビューであり、ランダム化比較試験

のシステマティック・レビューのレビュー剖)の

ようなエピデンスを示す最上位の論文形態ではな

いものの、エビデンスを「ったえる」部分に相当

し、後発の関連研究に大いに示唆を与える報告だ

と考えられる。

本研究によって、代替・補完療法としてレクリ

エーションを研究する者にとって必読の論文であ

ることを見出すことができた。

3 )ランダム化比較試験

該当する研究は 2編あった。本研究は個々のエ

ビデンスを明らかにすることを目的としていない

ため、 CONSORTZOlO 8) 9)などによる論文の質評

価は行わなかったが、とくに Bauerら15) の報告

はよくデザインされた研究だと考えられる。介入

手法として、 2群を独立させて、様々な内容の音

楽療法とレクリエーション療法を設えている。後

者では、退院後の自分を想像させるために、引き

続き好きな活動を実践できる場所を探索すると

いった将来への希望をつなぐ介入も含まれてい

た。さらには、介入後の十分な観察時間をおいて

の評価も実施している O

もう一方の Fragaら13)の報告は、健常な高齢者

を対象とした基礎的研究であるが、割付の具体的

な方法やレクリエーションの中身の説明が十分で

はなかった。

4)対象疾患あるいは対象者

健常な高齢者を対象とした研究は 1編 13)で、呼

吸循環機能へのレクリエーションの効果をみてい

た。それ以外は、疾患に関する研究であり、子ど

もの慢性疾患 12)附ヘ脳卒中回復期 14)、認知症 lペ
ハイリスク出産闘で、いずれも QOLやメンタル

ヘルスの維持・向上を目的としていた。疾患に伴

う苦痛やいらだち、活動制限などによる精神的・

身体的ストレスを効果的に解消する手段として、

レクリエーション介入のエピデンスに挑戦する研

究が今後より期待される。

5 )レクリエーションの特徴

レクリエーションの特徴では、キャンプが2

編 12)16)、音楽療法が1編 lヘ多様な種目を含めた

形式が l編 13)1ぺ少人数制で自由に活動させる形

式が l編凶あった。こうした肯定的な効果を仮

説とした研究の一方で、テレビ・ DVD・パソコ

ンでの遊びによる iSmall-screenrecreationJと称し、

それらの実施が否定的あるいは負の効果をもたら

すことを仮説とした研究も l編 mあった。

このように、明確な定義づけを行うものではな

く、著者の意図する活動をレクリエーションと位

置づけていた。定義を明確化すべきとする議論 7)

もあるが、世界的なコンセンサスを得るのは、不

可能であるかもしれない。

6 )有害事象

有害事象とは、レクリエーション活動中の傷害

や事故などを意味する。これを把握することは、

類似の介入方法を用いる後発研究にとって、生じ

うる同じ失敗を回避する、あるいはリスクを減じ

るのに重要である O しかし、対象となった論文で

は記載がなかった。レクリエーション研究におい

ては、今後、有害事象の記載(なかった場合でも、

なかったと記載する)は必須であり、できればイ

ンシデント・レポートあるいはヒアリハット・レ

ポートとして、例えば、「キャンプでの花火実施

中に、子どもの服に引火しそうになった。」とい

う報告まですることが望ましい。それは、反対に
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研究の透明性を示し、研究結果の信頼度を高める

ことにつながると考えられる。

7)コスト(費用対便益と費用対効果)

コストとは、その介入としてのレクリエーショ

ンの実施にかかった費用すべてを意味し、指導者

料や器具などの備品、消耗品などを含む。 Walker

ら凶のレビューでも、これを強調しているが、

対象となった論文で、は記載がなかった。記述を推

奨する理由は、その介入は、いつでも、どこでも、

実施できることなのか、という外的妥当性(普遍

性)を示すためである O 例えば、このレクリエー

ションは優れた効果を発揮するとしても、「特定

の優れた指導者(指導料が高価)ではないと、そ

の効果は期待できない」、あるいは「高価な器具

がないとできない」というのでは、実現可能性

(feasibility )が低いことになる則。理想の介入は、

「効果が高く、害がなく、安価で、どこでもでき

ること」であるが、このようにすべてを含めての

結果の解釈が必要となる。

8 )今後の研究課題

表3は、推奨される重要な論文2編と、取り上

げた理由、そして派生する研究課題をまとめた。

日本は高齢化がより加速するため、疾患を有する

人や要介護者が増えることは確実である O そうし

た疾患に伴う苦痛やいらだち、機能低下に伴う生

きる希望の喪失など、様々な精神的・身体的スト

レスを効果的に解消し、元気づけるための手段と

して、レクリエーションの中身やその成果をどの

ように評価するかが重要である。代替・補完療法

として、レクリエーションが存在することを想定

すると、直接的・間接的なアウトカムを明確にし、

その効果を医学領域の研究者に正しく理解しても

らう必要があるだろう O それには、臨床・疫学研

究のエピデンスになりうる、より質の高い研究計

画に基づいての研究推進が望まれる。

徐の先行研究 2)では、アメリカにおける先行的

な代替・補完療法の紹介がなされている。実際に

アメリカでは、 1887年に設立された国内で最も古

い医学研究拠点「アメリカ国立衛生研究所

CNational Institutes ofHealth: NIH) Jがあるが、 1992

年にその NIH内に「国立補完代替医療センター

(National Center of Complementary and Altemative 

Medicine: NCCAM) Jが設置され、多額の国家予算

が研究費として支出されている刻。これは、アメ

リカ国民の関心の高さが背景にあり、レクリエー

ション分野もそのひとつとして、心身の健康増進

や疾病治療への期待が高まっていることを示して

u、る O

9 )本研究の限界と弱点

本研究にはいくつかの限界と弱点がある。まず、

情報バイアス(取りこぼし)として 2点ある。 1

点目は、論文題目にレクリエーションという用語

を含む研究を対象としたが、レクリエーションの

固有の種目(例:工芸による介入)を記載してい

る研究が除かれている可能性がある o 2点目は、

使用したデータベースは医学関連論文としては世

界最大だが、これに搭載されていない学術雑誌が

除かれている O レジャー・レクリエーション研究

もPubMedに搭載されていないため、これに該当

する O 本研究は、このようにパブリケーション・

バイアス(公表バイアス)も存在することが弱点

でもある O

Table 3 Important and recommended articles for therapeutic recreation and future research agenda 

Artic1e 

David A. Walker， et al. Therapeutic 

recreation camps: an effective intervention 

for children and young people with chronic 

illness? Archives ofDisease in Childhood， 

94(5):401-6，2009. 
Constance L. Bauer， et al. Alleviating 

distress during antepartum hospitalization: 

a randomized ∞ntrolled trial ofmusic and 

recreation therapγ， Joumal ofWomen's 
Health， 19(3):523-31，2010. 

Reason 

This narrative review of 

review artic1es e況amined

白eeffect of recreation 

camp on children with 

various chronic diseases. 

This randomized 

controlled甘ialhada 

detailed description of the 

t'arget/lntervention Outcomes 

Effective intervention me白od

for children， young， and 
elderly people with chronic 

i11ness. Health-related 

QOL，mental 
Comprehensive interventions health status， and 

such as adaptive r官creation self-esteem for 

activities， rel鉱山onlstress patients. 

recreation， which became management exercise， and 

the contents that led to awareness of recreation outlet 

alture hope. fcぽ patJents.
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さらに、本研究は各種チェックリストに基づい

て研究デザイン別の論文の質評価を行っておら

ず、対象として取り上げた論文の臨床効果のエビ

デンスを直接的に示すことができていないことが

限界と弱点である。

5.結論

臨床・疫学研究として治療や積極的な健康増進

に関する報告は 7編であった。レクリエーション

介入によって慢性疾患を有する子どもから高齢者

までの患者に対しての QOLやメンタルヘルスを

明らかにしようとする研究が多かった。しかし、

コントロール群が設定されていなかったり、コス

トや有害事象などを示していない研究も多かっ

た。一方で、よくデザインされたランダム化比較

試験や、介入研究のレビューのレビューがあり、

介入方法やアウトカムに対して重要な示唆を与え

ていた。本研究は、それらに基づいて、代替・補

完療法としてのレクリエーション研究の課題点を

明らかにすることができた。

補注

註 1) IPubMedJ とは、米国国立医学図書館 (u.

附記

S. National Library ofMedicin巴)が提供する、

医学文献2次情報データベース MEDLINE

を中核とする無料医学情報サ}ピスであ

る。 MEDLINEは全世界約 70カ国、 5，200

誌以上(随時、追加中)の医学雑誌をソー

ス・ジャーナルとして収録し、 1950年以

降現在まで収録したデータを提供してい

るO

データベースに基づく検索において、東邦大学

習志野メディアセンターの虞喜志まり司書、デー

タ整理においては東京農業大学の東野理恵氏、中

田鈴夏氏、峰岸弘輔氏のご協力を賜りました。こ

の場をお借りして深謝いたします。
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Appendix 

References to studies excluded in this review 

Excluded Representative 
Reason for exclusion 

No author 
Citation Title 

E1 Rosenkranz RR J Sci Med Sport. 2011 Psychosocial and demographic correlates of Measurement ofphysical 

objectively measured physical activity in structured activity 

and uns仕uctureda自ter-schoolrecreation sessions 

E2 Seekamp E Environ Manage. 2011 1nstitutional， 1ndividual， and Socio-Cultural Domains Typology 
ofPartnerships: A Typology ofUSDA Forest Service 

Recreation Partners. 

E3 Reed SE Conserv Biol. 2011 Effects of management of domestic dogs and Management of domestic 

recreation on carnivores in protected areas in dog 

northern California 

E4 FinchCF 1nt J 1ni Co甜 SafPromotThe safety a他国desof people who use multi-purpose Evaluation of safety 

2011 recreation facilities as a physical activity setting. attitude of recreation 

facilities 

E5 HarewoodGC 1r J Med Sci. 2011 What do gastroenterology trainees want: recognition， Gastroenterologyむainees'

remuneratlOn or recreatlOnヲ needs 

E6 StevenR J Environ Manage. 2011 A review of the impacts of nature based recreation on Negative environmental 

birds. effect of nature based 

recreatlOn 

E7 RemachaC J Environ Manage. 2011 Reducing visitors' group size increases the number of Negative environmental 

birds during educational activities: Implications for 巴ffectby organized tours 

management of nature-based recreation 

E8 Kurtaslan BO Environ Monit Assess Pollution caused by peoples' use for socio-economic Pollution caused by people 

2011 purposes(agricultural， recreation and tourism) in the 
Golcuk Plain Settlement at Bozdag Plateau(Odemis-

lzmir/Turkey): a case study 

E9 Furukawa T J Appl Microbiol. 2011 Application ofPEGE to source tacking offaecal Faecal pollution on 

pollution in coastal recreation area: a case study in Aoshima beach 

Aoshima Beach， Japan 

ElO Gassway J J spinal Cord Med. 2011 The SC1Rehab PI句ect:trea伽lenttime spent in SC1 Therapeutic recreatlOn 

rehabilitation. Therapeutic recreation treatment time treatment time 

during inpatient rehabilitation. 

E11 AndrewNE I町ury.2011 Trends in sport and active recreation injuries resulting Trend in sport and active 

in major trauma or dea出 inadults in Victoria， recreation i町urles

Australia， 2001-2007 

E12 Mo町is-StiffG. J Gastrointest Surg. 2011 The cholecystokin provocation H1DA test: recreation Clinical method 

of symptoms is superior to ejection仕actionin 

predicting medium-term outcomes 

E13 Dorevivtch S Water Res. 2011 Water ingestion during water reaction. Water ingestloll 
E14 Sanders JM J Ethn Subst Abuse. 2011 Coming of age: how adolescent boys construct Substance abuse 

Masculinities via substance use， juvenile delinquency， 
and recreation. 

E15 Glader L Prediatrics. 2010 Embedding field research on mentored inclusive Process of implementation 

recreation in an urban population--the evolution of of project adventure 

opening doors: pr~リ ect adventure. 

E16 MostowEN. Arch Dermatol. 2010 Counseling patients about sun protection related to an Sun protection 

active outdoor life: comment on "environmental cues 

to ultraviolet radiation and personal sun protection in 

outdoor winter recreation'¥ 

E17 AndersenPA Arch dermatol. 2010 Environmental cues to UV radiation and personal sun Sun protection 

protection in outdoor winter recreation. 

E18 LiC J Environ Manage. 2010 Forest value orientations and importance of forest Notion of environmental 

recreation services. value orientations 

E19 Huang sw. Acta Trop. 2010 1solation and identification of Acanthamoeba Hot spring water sumple 

from Taiwan spring recreation areas using culture 

emichment combined with PCR. 

E20 Kangas K Ecol Appl. 2010 Recreation-induced changes in boreal bird 1npact ofhuman-induced 

communities in protected areas disturbance on bird 
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E21 NormanGJ J Public Health Manag A latent profile analysis of n巳ighborhoodrecreation Profile analysis of 

Pract. 2010 environments in relation to addolescent physical neighborhood recreation 

activity， sedentary time， and obesity. envlfonment 

E22 Haddad JrY. Rev Soc Bras Med Piranha attacks in dammed streams used for human Piranha a伐ack

Trop.201O recreation in the State of Sao Paulo， Brazil 
E23 HickeyY. Conserv Biol. 2010 The quagga mussel crisis at Lake Mead National Quagga mussel crisis 

Recreation Area， Nevada(U.S.A.) 

E24 Sadykov FA. Voen Med Zh. 2010 Risks for disease in preinduction age and the program Environment assessment 

of the recreation activity. 

E25 RosenMR J Environ Qual. 2010 Sources and dis廿ibutionof organic compounds using Organic compound 

passive samplers in Lake Mead national recreation 

area， N evada and Arizona， and their implications for 
potential effi巴ctson aquatic biota 
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